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問題と目的

　自閉症児は他 の 発達障害や、定型発達児と比較 して 、
模倣をす る こ とに 困難を持つ こ とが多い ． Esc詛  a 　et

al−，（2002）は、参加児が始発 した行動を実験者が模倣
する条件と、模倣しな い 条件に お い て、自閉症児の 行

動を比較した。そ の結果、参加児の行動を逆模倣する

条件の 方が 、大人 へ の 接触などの 社会的行動 の 生起数
の 増加を示 した。こ の よ うに、子供が始発 した行動を

大人が模倣する こ とを、逆模倣 とい う。 自閉症児は、
逆模倣をするこ とで 、 社会的行動を獲得する こ とが明
らか とな っ て い る。しか し、それ らの 研究は 、自閉症

児の 行動全般を文橡 としたもの が多く、音声 に特化し

た 研究は少ない とい える。
　したが っ て、本実験で は、条件交替デザイ ン を用い

て、逆模倣条件と逆模倣をしない随伴的反応条件を比

較し、参加児の音声反応に変化 が み られ るか どうか を

比較、検討す る こ とを 目的とした。

方法

鋤 巨：

本研究には、3歳0ヶ 月の 自閉症 ス ペ ク トラム 障害 の あ

る男児 1名が参加 した。

羅 デゲγン ：

条件交替デザイ ン を用 い た。4セ ッ シ ョ ン を 1ブ ロ ッ

ク と し、合計4ブ ロ ッ ク実施 した。1セ ッ シ ョ ン は2
分間で あ っ た。1ブ ロ ッ ク に お ける各セ ソ シ ョ ン の

順番は 、随伴的反応条件 （R 条件）と、逆模倣 条件

（1条件）を交互 に 実施 した．順番 はブ ロ ッ ク ごとに

カウン タ
ーバ ラ ン ス をとっ た。

手紛き ：

実験は机上揚面 で実施 した。実験者が参加児に絵カ
ー

ドを提示 し、命名反応を促し た。
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（1）逆模倣条件（図1参照）：実験者が 参加児 の 音声反応
を即時 に逆模倣 した。

（2）随伴的反応条件（図2参照）：実験者は参加児の 音声

反応を模倣は しない が、音声で即時に反応 した 。

琵鰕 歎 ；

参加児の 音声模倣数、実験者と参加児の 音声 の 交互交

代数、参加児 の 発話数

結果と考察

　A児の音声模倣の累積生起イ ン ターバ ル数の推移を

図3に示 した。図3よ り、逆模倣条件の 方が 、随伴的反

応条件と比較 して 、音声模倣の累積イ ン ターバ ル 数が

多か っ た。また、音声 の 交互交代の 累積イ ン タ
ーバ ル

数に おい て も、同様の 結果が得られた。しか しA 児の

発話 の 累積イ ン タ
ーバ ル 数にっ い ては、両条件で は大

きな差は見 られなか っ た。
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図】逆 摸倣条件 図2．随伴的反 応条件

図3，音声模倣に お ける生起イン タ
ーバ ル の 累積数

　本研究か ら随伴的反応条件と比較 して、逆模倣条件
の 方が 、音声模倣 の 累積数が多くなっ た 。 これ らの 結

果か ら、参加児の 発話の 中で も特に自発的な音声模倣

を促すとい うこ とを示 した。また、音声の 交互交代 の

累積数に おい て も、逆模倣条件で多かっ た こ とか ら、

相互模倣が成立 した と言える。こ の 結果は、逆模倣は

自然な相互模倣を促すため の 、重要な支援技法 とな り

得る こ とを示唆した。
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